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大塚六段が悲願の初優勝 

中級は竹中四段 2度目 初級は初出場の濱田初段 

第 11回ロータリー全国囲碁大会 

 

 
 

中央は新藤信之・ＧＰＦＲ日本支部長、右に優勝カップを手にする大塚六段、準優勝の廣畑六段、

中級者準優勝の岩田三段、中央左に中級者優勝の竹中四段、初級者優勝の濱田初段、同準優勝

の安本 4級。2 列目中央のタスキをするのは審判長の山田六段（東京・市ヶ谷の日本棋院で） 
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＜ 第 11 回ロータリー全国囲碁大会結果 ＞ 

2012・10・20  

 

上級者クラス（五段以上）                中級者クラス（二段～四段） 

優勝      大塚 和彦六段（大垣）            優勝    竹中 博司四段（豊岡） 

準優勝    廣畑 富雄六段（福岡西）        準優勝  岩田 啓靖三段（長門）            

3 位      中山   誠六段（山口・美祢）       3 位     田ケ原博史二段（伊勢度会）初出場 

4 位      中澤  忠義五段（東京）            4 位     高橋孝太郎四段（厚木中） 

 

    初級者クラス（初段まで）                     クラブ対抗戦（２人以上） 

優勝      濱田 広道初段（東京麹町） 初出場        優勝    長門ＲＣ 

準優勝   安本 好勝４級（川崎マリーン）            準優勝   宇都宮東ＲＣ 

3 位     若井   勲 6 級（宇都宮東）              3 位     東京八王子ＲＣ 

4 位     新藤 信之初段（東京立川こぶし）  

 

 

 
表彰式に初の入賞楯を手にして照れながらも感無量の新藤支部長（写真は平井収氏提供） 
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89歳最高齢の高橋四段は今回 4位に 

  

RI 認証の親睦団体であるロータリー囲碁同好会（GPFR）日本支部主催の「第 11 回ロー

タリー全国囲碁大会」（第 2580、2750地区共催 ホストクラブ東京 RC）は昨年 10月 20日

（土）午前 10時から東京・市ヶ谷の日本棋院で開催されました。 

 大会には全国から初級者クラス 12名、中級者クラス 13名、上級者クラス 18名の計 43名

が参加しました。10 月はロータリー活動が活発となるためか事前には 60 人余りの申し込み

がありましたが、急なキャンセルが相次いで近年でも低調な大会となってしまいました。 

 しかし、対戦が始まると次第に熱気を帯び、短くなった秋の季節も蒸し暑さまで感じる会

場になって、あっという間に表彰式を迎えておおいに楽しい 1日を過ごさせて頂きました。 

 大会は新藤支部長の点鐘と開会宣言で始まり、国歌と RC ソング「我等の生業」を斉唱し

たあと、新藤支部長より石井良昌 GPFR会長からの挨拶代読と、この 1年間の GPFR活動の

報告、次回韓国大会参加へのお誘い、また福島・原町中央 RC への寄付金の報告と御礼を述

べました。 

 今回は上級者クラスで 3 度優勝された長門 RC の山田清六段に大会審判長をお願いして、

山田審判長より大会ルール（コミ六目半、持ち時間 30分の計時制）の説明があり、直ちに 3

クラス一斉に対局が始まりました。対戦は午前２局、午後も２局の予定で、初戦は同クラブ

同士の対局を避けて新藤支部長の指名で指定席が定められて行われました。 

 お昼のお弁当を食しながら、東日本大震災のロータリー復興活動の窓口役を自任されてい

る仙台 RC 元会長の大島達治五段より東北各クラブの現状報告があり、八戸中央 RC の小林

肇二段からも現地の復興に向けての活動についてお話を頂いた。 

 私も東京 RCで創立 100周年に向けての 10年プログラム「東北すくすくプロジェクト」を

推進するチャレンジ 100委員会委員長として陸前高田、気仙沼両市を 3度訪ねて、復興には

はるかに遠い実情を肌で知り、両氏のご報告に幾ばくか安堵感を抱くことが出来ました。 

 1 時 30 分より午後の対戦が始まり、最終局は持ち時間を 50 分に延長して行われました。

この結果、初級者クラスは初出場の濱田初段が一気に勝ち抜き堂々の優勝。いつも上位に食

い込む安本 4 級も準優勝は天晴れです。宇都宮東 RC の皆さんも誰かが大暴れのご活躍でし

たが、今回は若井 6 級が上級者を向こうにして一人気を吐きました。特筆すべきは、新藤支

部長が 4 位に入賞したことでしょう。山田審判長より入賞楯を受け取ると、照れながらもや

はり嬉しそうでした。もちろん初受賞でした。 

 中級者クラスはいつもの通り、竹中四段、岩田三段、高橋四段の 3 人の争いかと思えまし

たが、初出場の田ケ原二段が食い下がって最長老の高橋四段を追い抜いてしまいました。今

年で 89歳になられても、益々お元気な高橋四段でしたが、やはり 1日 4戦は負担が大きいよ

うです。日本支部では高橋四段を優遇する訳ではないのですが、勝敗が同数の場合は高齢者

に勝ちを譲ることを大会ルールにしています。 

 「ロータリー囲碁名人」の称号を争う上級者クラスでも、異変が出ました。大会審判長を 
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お願いしました山田六段が、午前中の 2局で早々と優勝戦線から離脱してしまったことです。 

やはり、審判長というのは重荷になるのでしょうか。何か心の中に生まれるのでしょうか。 

山田審判長ご自身がこの立場で優勝争いは出来ない、と大きな負担になったとすれば、誠に

申し訳ないことと思います。 

 決勝戦は廣畑、大塚両六段が勝ち上がりました。廣畑六段は九州大学医学部名誉教授で、

九州ロータリアンでは廣畑先生の名を知らない人はいません。淡々と打ちながらも背中で気

迫を感じる方です。一方の大塚六段は、いつも粋なジャケットで大会の雰囲気を盛り上げて

くださる気さくな紳士です。物静かなお二人には似合わない盤上の戦いでした。第 1 回大会

からの常連のお一人である大塚六段にとって初の栄冠となるだけに、引くに引けないという

真剣さが両肩から燃え出るように伝わっていました。 

 おめでとうございます。新名人には次期国際大会に出場して頂きたくお願いしようと思っ

ていたところを、大塚六段より電話があり「4 月上旬は友人と海外旅行を予定しているので

すが、いつの開催ですか？」と問い合わせが入りました。早々、韓国支部に連絡したところ

「4月 1週の週末に大邱開催」という返事でした。そこで、4月上旬は日本では入学、入社の

行事が重なるのでと延期を要請して、漸く 4 月 12、13 日に決定したのです。このニュース

レターの発送が今回遅れたのには訳がありました。でも、大塚六段はついていますので、大

邱国際大会が楽しみになりました。 

 3 位の中山六段は順当に上位に入ってきましたが、東京 RC の中澤五段は初の入賞です。

これまで何度かクラブ対抗戦での入賞楯を手にしていましたが、この個人受賞に東京 RC の

週報にニュースとして速報をいれました。 

大会幹事 太田清文（東京 RC） 

 

 

 

次回全国囲碁大会は 11月 1日を予定 

＜記＞ 

日時    2013年 11月 1 日（土）午前 10時開会 16時まで 

登録受付  午前 9時 30分より 

会場    東京・市谷の日本棋院会館１階対局場 

      登録料   7000円(賞品、昼食代等を含みます) 

 

 大会は国際奉仕活動としてメイクアップになります。申込み受付は 7月以降の予定

です。「ロータリーの友」及び当会ホームページ等でお知らせを掲載するほか、国内

ガバナー事務所を通して各ロータリークラブに向けてFAXでご案内を送信致します。 

 今から予定を入れておいてください。なお、全国大会に関するご意見やご要望があ

りましたら、最終ページに掲載の専用 FAX宛に送信してください。 
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全国大会では受付を国際大会でも常連で参

加して頂いている東京築地の岡田直子 4級 

優勝決定戦の廣畑六段―大塚六段。廣

畑さん(左)は九州大学医学部名誉教授で

九州ロータリアンの代表格のお一人です 

 

中級者優勝の竹中四段。2 度目の優勝杯を手

にしました。 

 

 

東京麹町の濱田初段は初級者クラスで

初出場初優勝です。初級者クラスの優

勝者は次回から 1ランクアップの参加

を要望していますので、次回は二段で

ご参加をお願いします。 

 

 

 

山田六段（右）は今回の審判長をお願いしま

した。クラブ対抗戦優勝杯を手にしました。 

 

 

 

東北全体の被災状況をまとめた資料を

会場に配り 1年間の復興状況について

報告する大島達治・仙台 RC元会長 
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４月 12、13日に大邱国際囲碁大会 

「第１４回ロータリー国際囲碁大会」は 2013 年 4月 12日（金）、13日（土）に韓

国・大邱市の徳榮歯科病院ビルで開催します。メイクアップになります。 

韓国と台湾との 3か国の対抗戦で、3クラスの早碁戦（計時制）となりますが、大

会ルール等は韓国支部主催者の判断で当日に変更があることもご承知ください。 

大会は釜山空港での現地集合現地解散となりますが、東京青山 RCの金澤拓平会員

に割安の往復航空券の手配を依頼してバスで 2泊 3日の旅をする予定です。宿泊は韓

国支部でツインを 1人使用 1泊 80000ウォン（約 6500円）で予約を受けていますの

で宿泊希望も明記してください。大会登録料は 1人 14000円。 

期間中に同伴者への特別ツアーが組まれていますので、お問い合わせください。 

参加のお申込みは、同封の「大邱国際大会参加申込書」を利用されるか、または所

属クラブを通じて「大邱国際大会参加希望」と明記して FAX で送信してください。

参加要領を送信します。4月 2日（火）に申し込みを締め切ります。 

 

会費納入のお願い 

ロータリアンの囲碁仲間を GPFRにお誘いください。新規入会のお申し込みは、ご本人の地区、

クラブ、氏名、年齢、級段位、紹介者を明記して所属のクラブ事務局を通じて FAXで下記の GPFR

日本支部宛に送信をお願いいたします。年会費 2000円。入会金はありません。GPFR 活動,会則

については GPFRのホームページ http://www.gpfr,jp をご覧ください。 

 年会費を未納の方々は、同封の郵便振替用紙（口座番号 00100-0-427835 ロータリー囲碁同

好会宛）をご利用のうえ、2011－12年度会費分として６月末までに 2000円をご送金ください。 

 2013年４月 12日(金)～13日（土）の神戸国際囲碁大会にご参加ご希望の方は、同封の郵便振

替用紙の通信覧に「大邱国際大会参加」と明記して大会登録料14000円を別に送金してください。

申し込みの締め切りは 4月 2日（火）。参加申し込みを受け取り次第、すぐに大会参加要領を FAX

でお知らせ致しますので、地区クラブ名と氏名、級段位のほかに、携帯電話と FAX番号等を必ず

お書き添えください。なお、振込み手数料（100円）はご負担ください。 

GPFRは皆様の会費で運営しておりますので、何卒、会員の増強と会費の納入のご理解とご協

力をお願い致します。 

 

 
〒104-0031 東京都中央区京橋 2-11-8 全医協連会館 1F 

2580地区ガバナー事務所内  ロータリー囲碁同好会 

専用 FAX  03－3452－1652 

日本支部長 PDG 新藤信之 

部長   新藤信之  


